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上 曽 朋 広

「振り返る」と「未来を考え」る、3月

　この春号が皆さんの手元に届く頃には今年の

サクラが満開の時かもしれません。花粉症の自

分にはなかなかツライ時期ではありますが、世

間的には春の真っ只中の素晴らしい時期でしょ

う。

　しかし 3 月という月は 4 年前の東日本大震

災、また 20 年前には地下鉄サリン事件という

世界的にも大きな出来事があった月でもありま

す。もっと遡れば 70 年前に東京大空襲があっ

たのも 3 月でした。戦後 70 年を迎える今年は

さまざまな角度から戦後検証が行われようとし

ているのが今年の特徴のひとつでしょう。

　この「振り返る」という行動は日常生活の中

では意識をしない限り、なかなか出来ないとい

うことだと思います。あれから何年とか、何周

年というのは、人がそのことを忘れないがため

に自然に行っている行動なのかもしれません。

また、こんな行動をするのも ｢人｣ の独特な行

動でしょう。

　「未来を考える」ときに人はこの振り返ると

いう行動は必然であり、参考書になって経験と

なります。しかしながら印刷業界のこの 10 年、

20 年を「振り返る」と当時の経験からは想像

できないくらいのスピードで変化をしてきたと

いえるでしょう。またそれは現在進行形で進ん

でいます。これから我々はどこに進んでいくの

でしょうか ?　この質問に明快な回答が出来る

人は少数派だと思います。情報が過多過ぎて、

情報そのものに振り回されてしまうことになり

がちな現代社会において、やはり業界としての

方向性や情報共有などにおいて組合や協議会な

どは必要だと思います。

　年度でいうと「平成27年度」が始まりました。

10 年後の「平成 37 年度」の頃にはどんな世

の中になっているのでしょうか ? 我々の生き残

りをかけて、これからの 10 年を精一杯邁進し

なければ…と五分咲きのサクラを見ながら「振

り返り」「未来を考え」ました。

■有限会社森島印刷所
　代表取締役の森島雅弘さんと会長の森島道雄さん
　昭和 38 年、境之谷で創業。その後現在の南区中村町へ移転。同業の仕事を中心に伝票、帳票
類や封筒の印刷、ミシン入れやナンバリングを手がける。

今 　号
の

表　紙
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第２回地域企業 CSR サミット
実行委員会

株式会社大川印刷

　 去 る 2015 年 2 月 16 日、「 第 ２ 回 地 域 企 業

CSR サミット」が横浜市開港記念会館にて開催さ

れました。CSR とは一般的に「企業の社会的責任」

という意味で使われますが、現在では経営戦略の

一つとして捉えられています。我々の業界でも全

印工連 CSR 認定がスタートし、ますます社会の

関心やニーズに対して企業が応えていくことが求

められるようになってきており、近年特に重要視

されています。

　第 1 回は「中小企業 CSR サミット」として埼

玉県にて、中小企業における CSR 思想の鼓吹・

普及を目的とし開催されました。そして、今回の

サミットは横浜型地域貢献企業認定の認定企業交

流会のひとつとして実施され、一般参加者も参加

され、定員約 70 名に対し 124 名が参加し、立

ち見が出るほどの盛況振りでした。

　サミットは横浜市立大学の影山摩子弥教授の基

調講演と 3 つの分科会で構成され、基調講演では

「地域企業の生存戦略としての CSR」をテーマに、

CSR がどれだけ経営戦略に直結しているのか話さ

れ、地域企業にとって地域から必要とされる「社会

性戦略」にもつながることが説明されました。
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　分科会 1「課題解決ダイアログ」では横浜市立

大学の学生さんがファシリテーターを務め、「社

長だけでなく社員も本気で CSR に取り組むため

にはどうしたらよいか？」を」テーマにグループ

に分かれ、ダイアログ（対話）が展開されました。

様々な人々から数多くの意見が出て、盛り上がり

ました。

　分科会２「事例発表」では横浜と埼玉の企業 6

社 5 つの取り組みが発表され、そのどれもがア

イディアや工夫を重ね推進していることがわか

り、参加者からも感心の声が上がっていました。

　そして分科会３「インターンシップとバイター

ンを活用した CSR」とでは 近年中小企業で活用

されている学生のインターンシップの他、高校生

が企業でアルバイト経験した上でその企業への就

職を検討する「バイターン」の取り組みについて

話をお聞きしました。雇用や若者の指導育成も大

事な CSR の一部であること、そしてそれらの可

能性について学びました。

　最後に総括として実行委員長を務めた私から以

下の「地域企業 CSR 宣言」を発表し、来場者に

ご賛同を頂きました。

　　　

　「2015 横浜 CSR 宣言」
　　私たち「地域企業」は、地域に貢献し、そして地域に支えられる企業です。 会社の良し悪しは規

模の大小で決まるのではなく、人様や地域のお役に立っているかどうかで決まるものです。 これか

らも私たち「地域企業」は、地域や社会に必要とされる人と企業を目指し、地域貢献を続けていくこ

とをここに宣言します。
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平成 27年新年賀詞交歓の集い

　平成 27 年 1 月 15 日（木）午後 6 時より、ホテ

ルプラム横浜において神奈川県印刷関連産業協議会

（印産協）主催の「新年賀詞交歓の集い」が開催さ

れ、印刷工業組合・製本工業組合・ジャグラ神奈川

県支部・横浜紙友会の構成 4 団体の会員及び来賓、

関連業界から総勢 160 名が集い、盛大に開催され

ました。

　フリーアナウンサー秋庭智佐子氏の司会進行によ

り定刻にスタート、齋藤副会長の開会のことばに続

いて、所用のため出席出来なかった杉山会長に代わ

り、岡澤誠副会長（ジャグラ支部長）が会長代理を

務め、杉山会長からの年頭挨拶を代読、「印刷業界

は依然として低価格や円安による資材の高騰など厳

しい状況にある。私たちはそれぞれの立ち位置で粘

り強くコツコツと努力していくしかない。平成 25

年工業統計速報をみると印刷関連業の推移として、

事業所数は減ったが、１事業所あたりの出荷額は

1236 万円増、さらに付加価値は 863 万円増とい

う数字が出ている。生き残り続けさえすれば仕事と

して成り立つということだ。生き残りのヒント、役

立つ情報を少しでも多く提供することが協議会の役

割。互いの知恵と情報、設備を共有し、今年も仕事

の幅を広げていこう。」との所感を披露しました。

　来賓を代表して、神奈川県産業労働局の産業・観

光部長守屋充氏と神奈川県中小企業団体中央会企画

情報部長遠藤雄仁氏のお二人に祝辞をいただいた

後、各単組から推薦された協議会運営功労者を表

彰、岡澤会長代理より感謝状と記念品が贈呈されま

した。受彰者は次の通りでした。〔順不同〕

斎藤　民夫氏（神奈川県製本工業組合）

上曽　朋広氏（神奈川県印刷工業組合）

福谷　英樹氏（一般社団法人日本グラフィックサー

ビス工業会神奈川県支部）受彰者を代表しての福谷

英樹氏からの謝辞、祝電披露に続いて、当協議会の

名誉顧問である加藤元弥神奈川県議会議員の発声に

より乾杯、賛助会員の紹介と挨拶のあと歓談に移り

ましたが、宴後半では恒例のお年玉抽選会で沸き、

例年にも増して豪華な景品をめぐって大いに盛り上

がりました。

　閉会の挨拶は近藤健一副会長、三本締めで威勢良

く締ったところでお開きとなりました。

神奈川県印刷関連産業協議会
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　平成 27 年 4 月吉日

組　合　員　各　位

神奈川県印刷工業組合

理事長　杉山　昌行

第 58回通常総会の開催ご通知
　謹啓、陽春の候　貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます

さて、当組合では定款第３８条に基づき、通常総会を下記により開催いたします。ご多忙中とは

存じますが、お繰り合わせのうえご出席下さいますようご通知申し上げます。

なお、総会終了後、官公庁や関連会社各位を交え懇親会を開催いたします。

敬白

記

１．日　時　　　平成２７年５月１５日 ( 金 )

　　　　　　　　　　　　　通常総会　　午後４時～５時４５分

　　　　　　　　　　　　　懇 親 会　　午後６時～８時   （５時より受付）

２．場　所　　　ローズホテル横浜　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市中区山下町７７番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　０４５－６８１－３３１１

３．議　案　　　第１号議案　平成２６年度事業報告及び収支決算報告案の件

　　　　　　　　　　　　　　労働保険事務組合平成２６年度収支決算報告案の件

　　　　　　　　第２号議案　経費の賦課及びその徴収方法の件

　　　　　　　　第３号議案　平成２７年度事業計画案及び収支予算案の件

　　　　　　　　第４号議案　脱退組合員に対する出資金払い戻しに関する件

　　　　　　　　第５号議案　その他の件

※ご欠席の場合は必ず返信葉書にて委任状をご提出下さるようお願い申し上げます。

　また、総会終了後、午後６時より、同所において関連業界の皆様を交えて、懇親会を催します

ので、ご出席者は返信葉書の該当個所に○印をつけ５月１日（金）までにお申込下さい。（申込

後の取り消しは出来ませんのでご注意下さい。）

懇　親　会　会　費　　１０，０００円

但し、各所属支部で半額負担いたしますので、残額５，０００円を各支部会計の方にお納め下さい。

　以　上



− 6 −

我が社のＢＣＰ（事業継続計画）のその後

　「我が社のＢＣＰ（事業継続計画）のその後」
について活動を紹介します。
　2013 年３月までニュートンコンサルティング
社の半年におよぶ指導を受講いたしました。早い
もので丸２年を経過しました。
　受講した内容を参考として、同年にＢＣＰ（事
業継続計画）を発行し、全従業員に配布いたしま
した。横浜市戸塚区の本社用と、北海道から九州
までの事業所用の二部構成にての発行です。
　地震・水害・火災への対処をはじめとして、社
員や資産、業務の推進などに備えたものです。基
本方針として第一に「人命の保護を最優先する」。
第二に「資産を保護し、業務の早期復旧を図る」。
第三に「余力がある場合には近隣事業所への協力
にあたる」の三点を基本方針と定め取り組んでお
ります。
　また、災害時の簡易マニュアルとして「災害対
策ポケットノート」と「サバイバルカード」を作
成し、社員証とともに携帯することも徹底してお
ります。これには状況に応じた判断基準や緊急連
絡先、災害伝言ダイヤルの操作方法などを記載し
ています。
　社内には万が一への備えとして、全従業員分の
非常食・水・寝袋・毛布・簡易トイレ・下着・懐
中電灯等も用意しました。
　同時に災害環境の分析も行いました。本社所在
地は極めて硬い地盤（J I S A 1219 による標準貫
入試験結果）に守られており、津波に関しても海
からの距離が 8.6 ｋｍ、標高 42.3 ｍと離れてお

り安全が確保されています。横浜市総務局の定め
る津波対策エリアにおいても対象外エリアとなっ
ております。
　一方、本社屋は老朽化が進んでいたため、耐震
検査を行ったうえで、耐震補強工事を実施いたし
ました。
　弊社としましては、事業継続計画として以上の
ような対応をしております。
　昨今、震度５を超える地震計測も多く、火山活
動なども活発化しております。
　幸いなことに、現在までにマニュアルを活用し
たこともなく、備蓄している災害用品の利用もあ
りません。このまま利用する日が来ないことを望
みます。
　常日頃から災害リスクを考慮することが、突発
的な災害に襲われた際に活きるものと考えます。
今後も事業継続のために取り組みを継続していく
所存です。

日本貿易印刷株式会社
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神奈川印刷ニュース  H55mm×W150mm

コダックのCTPプレート製品用の現像液は、弱アルカリ性。 
特別な装置や処置の追加無しに、
コンクリートとしての再利用が可能です。 
現像廃液の処理費用を従来よりも1割程度削減※でき、 
環境対応とコスト削減の両立を実現。 
印刷会社様の環境対策をコダックは支援します。

www.kodak.co.jp

コダック「マテリアル リサイクル」に
ついてのお問い合わせはこちら

TEL 03-5577-1200

CTP現像廃液をコンクリートにリサイクル。
コダックとともに社会貢献しませんか。
̶̶コダック「マテリアル リサイクル」 プロジェクト̶̶

※自社調べ 

 地震発生直後～ 

揺れがおさまるまでの行動（1） 

 

●屋内にて発生したら

①テーブルの下に隠れ、身を守る。

②ドアや窓を開けて避難口を確保する。

③火の始末は速やかに行う。

④あわてて外へ飛び出さない。

⑤避難の際はエレベーターを絶対に使わず、

非常階段を使う。

⑥地震でエレベーターが止まったら連絡用電話

を使って救出を待つ。

●屋外で発生したら

①窓ガラス、看板などの落下物から頭を

カバンなどで保護して、空き地や公園などに

避難する。

②自動販売機やブロック塀などの倒れやすい

ものから離れる。

③垂れ下がった電線のそばなどには近づ

かない。

地震発生直後～ 
揺れがおさまるまでの行動（2）  
 
●デパート・劇場・ホールでは

①安全な場所に移動する。

②揺れがおさまったら係員の指示を聞き、

係員の誘導に従う。

●車の運転中

①道路の左側に止めて、エンジンを切り、

ラジオで情報を収集する。

②避難する場合は、キーを付けロックせず

に車から離れる。（連絡先のメモを残す）

●電車などの車内

①つり革やてすりにしっかりとつかまり、

倒れないようにふんばる。

②乗務員の指示に従って落ち着いて行動

する。

●海岸付近では

①高台へ避難し津波情報を聞き、警報が

解除されるまで海岸付近には近寄らない。

揺れがおさまって     

からの行動 
（救出および救護） 
自分の安全が確保されたら周りの

人と協力して行動する。

●初期消火活動

火災の発生拡大を防ぐため、協力

して迅速に消化する。

●救出・援護活動

みんながお互いに協力し合って救

出活動や応援救護を行う。

●高齢者・からだが不自由な方の救護

救助が必要なときは複数人で対応する。

●外国人・旅行者への支援

身振り、手振りで話しかけ、孤立

させない。

揺れがおさまって     

からの行動 
（初期消火活動） 
火事は初期消火が大事。燃え広が
る前に消火しましょう。
初期消火のチャンスは 回ある。
● 回目のチャンス
（揺れはじめグラッときたとき）
揺れが大きくなってからの消火は、鍋のお湯
などでやけどをすることがあるので危険です。
● 回目のチャンス
（揺れがおさまったとき）
大きな揺れの最中は火を消そうとせず、身
の安全確保を第一にし、揺れがおさまって
からの火の元を確認する。
● 回目のチャンス
（出火直後）
もし火事になっても、初期のうちは消火器
などで十分に消す事ができます。大声で
周囲に声をかけ、みんなで協力しあって
燃え広がる前に消火する。

帰宅時に向けた     

備え・心得 
帰宅困難者になってしまった時のために、

普段から心がけておくこと。

①あわてず騒がず、状況確認。

②携帯ラジオをポケットに。

③つくっておこう帰宅地図。

④ロッカー開けたらスニーカー。

（防災グッズ）

⑤机の中にチョコやキャラメル。

（簡易食料）

⑥事前に家族で話し合い。

（連絡手段や集合場所など）

⑦安否確認。つながらない場合はボイスメール

を使うか、遠くの親戚を経由するなどして。

⑧歩いて帰る訓練を。

⑨季節に応じた冷暖準備。

（携帯カイロやタオルなど）

⑩声をかけ合い、助け合おう。

家族または会社     

への連絡 
家族で避難先、連絡先を決める。

（家族の連絡先）
避難所名称：

電話： － －
家族連絡先：

電話： － －
親戚連絡先 ：

電話： － －
親戚連絡先 ：

電話： － －
（会社の連絡先）
職場連絡先：

電話： － －
直属上司名：

電話： － －
災害対策室：

電話： － －

※公衆電話用に 円硬貨を常時携帯する。

家族の安否確認 

（災害時伝言ダイヤルの使い方）  
 
①「 」をダイヤルする。
【音声ガイド】

登録⇒「 」 再生⇒「 」
②「 」または「 」をダイヤルする。

被災地の方は自宅の電話番号、または
連絡を取りたい方の電話番号、被災地以外
の方は連絡を取りたい方の電話番号を、
市外局番からダイヤルする。

【プッシュボタン式電話機】
「 ＃」ダイヤルし音声ガイドの後

秒間録音
「 ＃」で伝言の確認
「 ＃」で伝言の登録し直し
受話器を置いて終了する。

【回転ダイヤル式電話機】

音声ガイドの後 秒間録音。

受話器を置いて終了する。

家族の安否確認 

（災害用伝言板（ｉモード））  

【登録】 
大規模災害が発生した場合、「 」の

トップに「災害用伝言板」が追加され、

利用が可能となる。

① のトップに表示される「災害用伝言板」

を選択する。

②「災害用伝言板」の中の「登録」を選択する。

③現在の状態について「無事です。」など

の つの中から選択し、任意で 文字

以内のコメントを入力する。

④「登録」を押すと、伝言板への登録が完了

となる。

他社（ 、 、 等）の携帯

でもトップメニューに表示される「災害用伝言板」

にて同様なサービスを提供している。  

家族の安否確認 

（災害用伝言板（ｉモード））  

【確認】 
大規模災害が発生した場合、「 」の

トップに「災害用伝言板」が追加され、

利用が可能となる。

① のトップに表示される「災害用伝言板」

を選択する。

②「災害用伝言板」の中の「確認」を選択する。

③安否を確認したい人の携帯番号を入力

して検索ボタンを押す。

④表示されたリストから見たいメッセージを

選択する。

⑤登録されている状態およびコメントを確認

する。 

サバイバル 
カード 

 

突然の災害から 

生き残るために 
日本貿易印刷株式会社 

2013年 3月 

震度5 強以上の大地震

が発生したら! 

 

   

①「 」をダイヤルする。
【音声ガイド】

登録⇒「 」 再生⇒「 」
②「 」または「 」をダイヤルする。

被災地の方は自宅の電話番号、または
連絡を取りたい方の電話番号、被災地以外
の方は連絡を取りたい方の電話番号を、
市外局番からダイヤルする。

【プッシュボタン式電話機】
「 ＃」ダイヤルし音声ガイドの後

秒間録音
「 ＃」で伝言の確認
「 ＃」で伝言の登録し直し
受話器を置いて終了する。

【回転ダイヤル式電話機】
音声ガイドの後 秒間録音。
受話器を置いて終了する。

 

【登録】
① のトップに表示される「災害用伝言板」

を選択する。
②「災害用伝言板」の中の「登録」を選択する。
③現在の状態について「無事です。」など

の つの中から選択し、任意で 文字
以内のコメントを入力する。

④「登録」を押すと、伝言板への登録が完了
となる。

【確認】
① のトップに表示される「災害用伝言板」

を選択する。
②「災害用伝言板」の中の「確認」を選択する。
③安否を確認したい人の携帯番号を入力

して検索ボタンを押す。
④表示されたリストから見たいメッセージを

選択する。
⑤登録されている状態およびコメントを確認

する。

電話

電話

メ ー ル

電話

メ ー ル

 
 

防災対策室

電話

メ ー ル

職場関係

家族・その他

 

 

 

災害対策  

ポケットノート  
 

日本貿易印刷株式会社 
2013年 3月 

地震だ！まず身を守る！  １ 

家族の安否を確認！ ２ 

会社に連絡！ ３ 

状況に応じて行動！ ４ 

災害発生時に的確かつ迅速に行動する為 
の指針となります。常時携行して下さい。 

１ 地震だ！まず身を守る！ 

それぞれの場面に合わせ各自で身を守ります。 

●すぐに頭を守る

●家具などが倒れて

こない場所に移動

●揺れがおさまった

ら火元の確認

自宅
にいる

●窓枠やロッカー、

資料棚から離れる

●机の下に入り落下

物等から身を守る

●揺れがおさまった

ら給湯室などの火

元の確認

職場
にいる

繁華街
にいる

●手荷物等で頭を守る

●ガラスや看板などの

落下物に注意

●ブロック塀・自販機など

から離れ、広い場所へ

電車に
乗っている

●将棋倒しに注意。つ

り革や手すりにしっ

かりつかまる

●座っている場合は足

をふんばって上体を

前かがみに

●係員の指示に従って

行動する

２ 家族の安否を確
認！ 

次のいずれかの方法で家族の安否を確認します。 
● の災害伝言ダイヤル を使う ●災害伝言板（ モード）を使う

３ 会社に連絡！ 

次のいずれかの連絡先に連絡します。 

防災対策室 

バックアップオフィス 

※首都圏の大地震発生時に設置 

４ 状況に応じて行動！ 

自ら安全を確保し、家族・会社への安否報告を終えたら、 
以下のとおり行動します。 

 防災対策室員 一般社員 

勤務中 

社内 対策室の任につく 対策室の指示に従い行動 

社外 
①訪問先や乗り物の係員の指示に従って避難 
②できる限り帰社
し、対策室の任につく 

②自分の状況、被災の状況、出社の 
可否を上司へ報告、指示をあおぐ 

通勤途中 できるだけ速やかに出社 自分の状況、被災の状況、出社の 
可否を上司へ報告、指示をあおぐ 

休日・在宅中など 携帯電話を携行し速
やかに出社 原則として自宅待機 

 
ただし、 
次の場合は出社 
しなくてもよい 

●自身または家族が負傷
●自宅が被災
●交通機能のマヒ、道路・橋の寸断などにより出社が困難
（目安：所要時間が 時間以上）
●公的機関・自治会等の救護活動に従事

※事業所にて独自のルール等が定められている場合は、そのルールに従って下さい。 

緊急連絡先 注意事項 

●災害伝言ダイヤル「 」の登

録は 回線につき 件までで

す。 秒間の録音です。

従って、

■各事業所は各事業所番号

■本社は下記番号へ部門別でお

願いします。

・・・ 件：総務Ｇ

・・・ 件：経理Ｇ

・・・ 件：情ｼＧ ｶｽﾀﾏ

・・・ 件

・・・ 件 営業部

・・・ 件

・・・ 件 生産部

・・・ 件

※連絡が取れない場合のみに

録音するようにして下さい
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　平成 27 年 3 月 6 日（金）、ハイデルベルグ・ジャ

パン㈱本社６階の会議室にて平成 26 年度下期定

例会が開催され、当県工組からは、杉山理事長、

江森・上曽・大川・上原各副理事長、能條・石川・

森下・山下・中矢・中谷・古木各常務理事、萩原

事務局長が出席、関係 10 県工組より約 80 名が

集い業界の現況と諸問題について熱い討議がなさ

れました。

　12 時 30 分、今年度の主管である神奈川県印

刷工業組合大川副理事長の司会進行によって始

まった全体会議では、神奈川県工組上曽副理事長

の開会宣言に続いて、日暮地区協会長（千葉県工

組）が挨拶、来賓として迎えた全日本印刷工業組

合連合会副会長木野瀬吉孝氏・専務理事生井義三

氏を紹介したあと、神奈川工組古木常務理事の

先導により声高々に印刷産業人綱領を唱和しまし

た。次に情報交流セミナーに移り、まず全印工連

木野瀬副会長が挨拶、続いて生井専務理事からは、

全印工連事業の現況報告と平成 25 年度印刷業経

営動向実態調査の結果説明が行われました。　

　14 時 10 分からは、各分科会に別れ熱心な討

議が行なわれましたが、その内容は 16 時 10 分

に再開した全体会議でつぶさに報告され、参加者

全体でその成果を共有しました。

　続いて、主管県として神奈川県工組理事長杉山

関東甲信越静地区印刷協議会下期定例会開催

昌行氏が挨拶、この下期定例会を以て主管県とし

ての任務を完了することを報告するとともに各県

の絶大な協力に謝意を述べ大会旗を日暮会長に返

還、その大会旗は会長から次期第 63 回年次大会

開催県である埼玉県印刷工業組合新井正敏理事長

に伝達されました。これを受け、新井埼玉工組理

事長は埼玉県からの全参加者とともに挨拶し、今

夏の再会を約しました。

　定例会は、神奈川県印刷工業組合上原副理事長

の閉会宣言で幕を閉じ、別室に用意した会場に移

動、懇親会に移りました。この日会場を提供され

たハイデルベルグ・ジャパン株式会社・水野秀也

代表取締役社長の発声で乾杯、各県工組の全参加

者が和やかに懇談、親睦をはかり、盛り上がった

ところで、神奈川県工組江森副理事長の一本締め

で威勢良く締めて 18 時 50 分散会となりました。
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　平成 27 年 2 月 4 日（水）午後 1 時より、日

本印刷会館において全日本印刷工業組合連合会主

催の官公需対策全国協議会が開催されました。

神奈川県印刷工業組合から能條総務・組織委員長

が出席いたしました。

全国から各工組の理事長、官公需対策委員が約

50 名参加し、最低制限価格制度や電子入札、著

作権問題など、各地の現状と取組みについて活発

な情報交換と議論を行いました。

神奈川県が同席したテーブルでは、長野県・和歌

山県・佐賀県・富山県・岡山県・愛知県・神奈川

県の 7 県の現状の報告がされましたが、ほぼ以

下の内容でした。

 ・長野県（増田常務理事）　

　不当なダンピングを排除した公明正大な入札制

度の確立と最低制限価格制度導入を要望。

 ・富山県（㈱富山フォーム印刷飴氏）

　自社設備を保有し雇用保険を実践している市内

の事業所に優遇処置を講じて頂くべく要望書を

提出。

 ・和歌山県（白光印刷㈱白子氏）

　受注品を自社以外で製造した場合は外注業者

（県内業者）の提出を義務付けることで、一社

でも多くの業者が和歌山県の印刷物の受注機会

に恵まれる環境づくりを実現できるよう要望書

第 3回官公需対策全国協議会　開催される

を提出。

 ・愛知県（豊橋合同印刷㈱岩瀬氏）

　中小印刷業者が報われるために、発注物の県内

製造の徹底と併せて、自社設備を保持し雇用の

確保を実践している県内企業に対する優遇措置

を講じていただけるようお願いしている。

 ・佐賀県（福博印刷㈱原氏）

　地場産業発展のために地元業者に優先的に発注

していただけるように陳情している。

 ・岡山県（作陽印刷工業㈱片岡氏）

　変動型最低制限価格制度の導入で、一番高い見

積もりと一番低い見積もりの 2 社を除外して、

平均を取って 85％以上の業者を落札。

 ・神奈川県（能條常務理事）

　県の会計局との交渉で H23 年 4 月よりオフ

セット印刷、軽印刷の 10 万円以上の入札物件

で最低制限価格率を 70％とする最低制限価格

制度を導入。

　金額が適正なのかどうか明確にするために、全

印工連として仕様書・積算統一フォームを作成

して国の行政に提出するとともに、議員連盟に

要望書を持っていったらどうか、と提言。

　協議会の最後は、各テーブル毎の発表で、4 時

間に及ぶ会議が終了いたしました。
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有機

総務課・安全衛生委員会

有機溶剤を入れた容器で使用中
でないものには、必ず、ふたを
すること1 2 当日の作業に直接必要のある

量以外の有機溶剤等を作業場
内へ持ち込まないこと

できるだけ風上で作業を行い、
有機溶剤の蒸気の吸入をさける
こと3 4 できるだけ有機溶剤等を皮膚

にふれないようにすること

中毒にかかった者を直ちに
通風のよい場所に移し、
速やかに衛生管理者その他
の衛生管理を担当する者に
連絡すること

1 2 中毒にかかった者を横向きに
寝かせ、できるだけ気道を
確保した状態＊で身体の保温
に努めること

中毒にかかった者が意識を
失っている場合は、消防機関
への通報を行うこと3 4

主な症状
①頭痛　②けん怠感　③めまい　④貧血　⑤肝臓障害

有機溶剤の人体に及ぼす作用

有機溶剤を取り扱う従業員の皆さまへ
毎日、始業時に確認しよう！

有機溶剤等の取扱い上の注意事項

＊回復体位
横向きに寝かせて、できるだけ気道を
広げた状態にする。膝を軽く曲げ、下側
の腕は体の前に伸ばし、上側の腕を曲
げて、その手の甲に顔をのせる。

有機溶剤等使用の注意事項 有機溶剤による
中毒が発生したときの応急処置

中毒にかかった者の呼吸が
止まった場合や正常でない
場合は、速やかに仰向きにして
心肺そ生を行うこと

有機

4日分

排
気
口

!!

119

株式会社 野毛印刷社  
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○補助対象事業

　①革新的サービス：革新的サービス実施に必要な設

備投資 

　②ものづくりの革新：生産プロセス革新に必要な設

備投資

○最大補助額  ：1,000 万円 ( 補助率 2/3 以内 ) 

○補助事業期間：交付決定日から平成 28 年 6 月 30

日まで 

○申請受付期間：平成 27 年 2 月 13 日～ 5 月 8 日 

○申請書提出  ：各都道府県中小企業団体中央会 

■革新的な設備投資やサービス・試作品の開発を行う中小企業

平成 26年度補正

「ものづくり・商業・サービス革新補助金」1 次公募

■□注意点■□

※「革新的サービス」または「ものづくりの革新」の

どちらかを選択する必要があります

※ 受付締切日は一律に 5 月 8 日までです ( 前回のよ

うに早期受付 ( 一次申込 ) 制度はありません

※「革新的サービス」の場合、「付加価値額年率 3％」

及び「経常利益年率 1％」の計画が必要

※ 収益計画 (5 ヶ年 ) の記載フォームが新たに申請書

に加わりました（昨年は任意のフォーム）

①「セーフティネット貸付」の継続・拡充（運転資金）

　利益率が低下している場合や厳しい業況にあり、認

定支援機関等の経営支援を受ける場合に、金利を最

大 0.6％（小規模事業者は最大 0.8％）引き下げます。

　貸付限度額：中小企業事業７億 2 千万円、国民生

活事業 4,800 万円

　貸付期間：設備資金 15 年以内、長期運転資金 8 年

以内

１．原材料・エネルギーコスト高対策パッケージ融資

平成 26年度補正

「中小企業・小規模事業者への資金繰り支援」

②省エネルギー促進融資の創設（設備資金）

　利益率が低下している中で、省エネルギーに資する

施設等を取得し、省エネルギーを推進する場合に、

金利を 0.65％引き下げるとともに、従来とは別枠

の貸付限度額とします。

　貸付限度額（別枠）：中小企業事業７億 2 千万円、

国民生活事業 7,200 万円

　貸付期間：設備資金 15 年以内

①創業支援貸付利率特例制度の創設

　創業前や創業後 1 年以内の場合に、金利を 0.2％（女

性や若者、Ｕ / Ｉターンによる

　創業者は 0.3％）引き下げます。

２．創業支援・地方創生関連等
②事業承継・集約・活性化支援資金の創設

　事業の承継等に当り、安定的な経営権の確保や付加

価値向上などを行う場合に金利

　を 0.4％引き下げます。

■詳細は下記 URL をご覧ください。

　http://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/2015/150216shikinguri.htm

■詳しくは下記リンクからご確認ください。

　http://www.chuokai.or.jp/josei/26mh/koubo20150213.html
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訃
報

謹んでお悔やみ申し上げます。
湘南支部　　　杉山カツ　９０歳　平成２７年１月１０日　山協印刷㈱社長のご母堂

組
合
員
の
動
き

２月　５日	 印刷道実践セミナー	 藤沢商工会館ミナパーク　　　 
２月　６日	 印産協　総務委員会	 組合事務所　　　　　　　　　　 
２月１２日	 常務理事会	 組合事務所　　　　　　　　　 
３月　６日	 関東甲信越静地区印刷協議会	 ハイデルベルグジャパン㈱本社
（２６年度下期）　　　　　　　　　　　　　　　  
３月１２日	 三役会	 組合事務所　　　　　　　　　　
３月１９日	 理事会	 ヨコハマジャスト　　　　　　　

平成27年３月1９日現在　200社

脱 退 横浜北支部　　　㈲アトリエいちのへ　
湘北支部　　　　共栄印刷広告

横浜中央支部　金子幸造　　　　　平成２７年２月　　　　㈲双葉印刷所社長のご尊父

住 所 変 更 横浜横須賀支部　㈲友信堂印刷　
　　　　　　　　241-0014　横浜市旭区市沢町 180-3　ドミール内田Ⅱ　101 号室
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ヨコのカギ 
１．「○○○に入らずんば虎子

を得ず」
４．水辺の鳥たちは、これを使っ

て泳ぎます。
７．○○○○知れたる…：たか

が知れている。
９．だれが・どこで・なにを・

○○・どうやって…
10．冬は去り、春がやってきま

す。
12．熱いうちに、打ちましょう。
13．「○○○応変に対応してく

ださい。」
14．Chinese character
15．○○長制：父親の言うこと

は絶対です。
16．山口県の北にある、城下町

です。
17．セザンヌもルノワールもピ

カソも、これです。
19．蓼食う○○も好き好き──

十人十色
20．金と力は、ありません。
22．○○○○秋月──自然の美

観です。
23．ちくわ、かまぼこの材料は、

魚の○○○です。

　　　　　　の 5文字で、言葉を作ろう！

■応募方法締切

下記解答欄５マス及び社名、氏名、連絡先 TEL を記入の上、このページを 2015 年 4 月末日までに神奈川
県印刷工業組合  事務局へ FAX045-453-2383 にてお送り下さい。　（期日を過ぎると抽選対象外となります）
正解者の中から抽選で 10 名様に粗品を進呈いたします。当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて
頂きます。

頭の体操 ☆柔軟発想へ Go!!

解 答 欄 □ □ □ □ □
社　　　名

氏　　　名

連絡先 TEL

ヒント：ムズムズ、グジュ
　　グジュ、zzz

タテのカギ 
２．冬ごもりしていた虫たちが、

這い出てきます。
３．日が暮れても明るいので、

提灯も要りません。
４．「ダヴィデ」の大理石像と

いえば…
５．1989 ～ 91 年の内閣は…。
６．試合開始です。
８．魚介類やレバーに含まれる

栄養素。製薬会社のＣＭで
も聞きますね。

10．○○○通知──引っ越す時
に、出しましょう。

11．「初対面で○○投合しまし
た。」

14．ここには、たて・よこ二種
類あります。

15．国語の宿題に、ありました
…漢字の○○○○。

16．たねをまくことです。
18．混沌。
19．シカト。
20．あしは「げそ」と呼ばれま

す。
21．「税○○で 108 円になりま

す。」




